
リサーチリテラシー123211086 近本聡子 専門 2 必修 1前期

科目の概要
　この授業では、大学生の学びにおいて必須の「アカデミック・スキル」の中でも重要な、問のたてかた、レポートのまとめ方、調査研究の方法について学ぶ。基本的
に講義とワークショップ形式でおこない、調査の目的やテクニックについて基礎から身につける。
あわせて、研究・プロジェクトのテーマや「問い」の立て方、文献資料の探索方法や批判的な読解方法などを学ぶことで、なにが問われているのかを判断し、課題にた
いして自発的・積極的に取り組み考察する思考を養う。
DP2「ライフスタイルのデザインを提案するために必要な衣・食・住および地域活性に関連する専門的知識・技能を身に付けて、地域再生に貢献することができる」よう
に、基礎を学ぶ。

学修内容 到達目標

① リサーチ＝物事の情報を調べて分析するための基礎的
な方法を実践的に学ぶ。
② さまざまな調査の方法を学ぶ。
③ 研究テーマや「問い」の立て方を学ぶ。

① 大学生として必要な研究能力の基礎を身につける。
② 設定された調査方法の意義を知り、そのスキルを身に
つける。
③ なにを問うべきか／なにが問われているのかを把握で
きるようになる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 自発的・積極的に調査研究を進める。文献資料や情報を自分で探索・収集する。

働きかけ力

実行力

リサーチに必須な方法論を知り実際にリサーチできる。

授業内の課題について調査を実施する。

考え抜
く力

課題発見力 主観的な興味のレベルから客観的で学問として有効な課題へと「問い」を発展させる。予
習・復習では積極的に文献で調べて考察する。

計画力

創造力

各回で硬質な研究文章や報道文章を使って読解をして考え抜く力をつける。

授業内の課題について、学んだテクニックやメソッドを活かして取り組む。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

授業中になげかけられる質問に答える。疑問に思ったことや建設的な意見を発信する。

一つの見方に固執せず、複数の意見を聞く。不明なところはかならず、教員や他の学生な
どの協力を仰ぎ解決する。

予習・復習と授業におけるルールを守る。

テキスト及び参考文献

テキスト：山田剛史、林創著『大学生のためのリサーチリテラシー入門：研究のための8つの力』ミネルヴァ書房、
2011年
参考文献：西山敏樹・常盤拓司・鈴木亮子著『アカデミック・スキルズ　実地調査入門――社会調査の第一歩』慶應義
塾大学出版会、2015年

他科目との関連、資格との関連

この授業で学ぶ内容は、ライフスタイル学科での学びの軸となる科目であり、直接的にはビジネス・地域活性関連科
目、また、最終的に卒業研究へとつながっている。そして、ライフスタイル学科で学ぶすべての科目と広く関係してい
る。研究をするということは、明らかにしたいテーマや問いを立てることができるように基礎を作る。

学修上の助言 受講生とのルール
15週の授業のなかで順序立ててリサーチリテラシーを身につけるプログラムのため、やむを得ず
欠席した場合はかならずその分の遅れを取り戻せるよう努力すること。
授業時間は集中し、板書以外に口頭で説明する内容もメモやノートにとること。
疑問点は放置せず、教員に質問したり文献で自習したりして解決すること。
レポートやプレゼンテーションはすべてデジタル化する。ファイル形式で作成できるようにし、
Google classroom、Googleドライブのほか、各種ICTツールを積極的に活用していく。

授業中の私語、居眠り、勝手な途中退出、授業に関係のない電子
機器類の使用を禁止する。また、学則で定められた遅刻2回で欠
席1回とみなす。
授業内で提示する予習・復習の課題にかならず取り組むこと。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

S：授業内課題にじゅうぶんに取り組み、学期末試験で自
分の意見を論理的かつ説得的に述べることができている。

A：授業内課題にじゅうぶんに取り組み、学期末試験で自
分の意見を論理的に述べることができている。

B：授業内課題に取り組み、一定の成果を出している。同
時に、学期末試験で自分の意見を論理的に述べることがで
きている。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

40

授業のテーマに沿った論述試験を実施する。

・学修した内容を理解し、そのうえで自分の考えを述べることがで
きているかが評価される。
・学術的な論述の基本（適切に引用情報を記載する、引用は「」で
閉じる、である調で書く、など）に則っていない場合は【不合格】
となる。

② ✓

③ ✓
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③小テスト

① ✓

50

講義課題に合わせて3回レポートを提出する。簡単なものから、し
だいに構造化されたものへと変化していく。テキストにそって、課
題を出していく。② ✓

③ ✓レポート

①

0

②

③

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）
・自分でさらに文献や情報を探すことができる。
（実行力）
・積極的に調査を実施し、良いデータを得る。
（課題発見力）
・授業のレクチャーから課題を発見する。
（発信力）
・授業内で提示された質問に積極的に答える。
（傾聴力）
・複数の意見を聞き、きちんと解釈している。
（創造力）
・授業で学んだことを復習課題としてまとめる。
（規律性）
・授業のルールを守る。

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



B：授業内課題に取り組み、一定の成果を出している。同
時に、学期末試験で自分の意見を論理的に述べることがで
きている。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

イントロダクション

リサーチリテラシーと
はどのような能力なの
かを知る

講義
ディスカッション

授業の内容（スライ
ド・口頭での説明）を
ノートにとる

予習：シラバスを読ん
でくる

復習：授業で提示した
課題に取り組む 90

主体性
創造力
発信力
傾聴力
規律性

2

調査方法

「調べる」ことの意義
と調査の必要事項を学
ぶ

講義
ディスカッション

授業の内容（スライ
ド・口頭での説明）を
ノートにとる

予習：事前に配布され
た課題に取り組む

復習：ノートを読み返
し授業内容を整理する 120

主体性
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

観察調査

観察調査の趣旨と方法
を学ぶ
グループで調査テーマ
を考える

講義
グループワーク

授業の内容（スライ
ド・口頭での説明）を
ノートにとる

予習：事前に配布され
た課題に取り組む

復習：ノートを読み返
し授業内容を整理する 120

主体性
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

問をたてる（リサーチ
クエスチョン）

身近な生活や学内で観
察調査し、課題をみつ
けて問をたてる

実地調査 調査結果をノートに記
録する

予習：観察調査の準備
をする

復習：ノートに記録し
た調査結果を整理する 120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

問いへの答えをどのよ
うにしたら得られるか
を計画する

調査結果の報告
第2回観察調査の準備

プレゼンテーション
グループワーク

プレゼンテーションで
きちんと調査結果を報
告する

予習：プレゼンテー
ションの準備をする

復習：観察調査の反省
点をまとめる 120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

レポートのまとめ方
テキストベース

レポートを書く

フィードバック

テキストから学べるこ
とをノートに記録する

予習：観察調査をまと
める

復習：ノートに記録し
た調査結果を整理しレ
ポートの資料を得る

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

問いを立てて簡単なレ
ポートを書く
フィードバックから不
足点を考えて書き直す
プレゼンテーションを
する

クラスでのプレゼンと
レポートへのフィード
バック（教員とクラス
メイト相互）

前回の反省点をクリア
したプレゼンテーショ
ンをおこなう

予習：プレゼンテー
ションの準備をする

復習：ノートや資料と
プレゼンコメントを突
合せ過不足をみる

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

文献調査（1）

文献資料の探し方、書
誌情報のまとめ方を学
ぶ

講義
ディスカッション

授業の内容（スライ
ド・口頭での説明）を
ノートにとる

予習：事前に配布され
た課題に取り組む

復習：ノートを読み返
し授業内容を整理する 120

主体性
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

文献調査（2）

実際に文献を探す

講義
演習
ディスカッション

授業の内容（板書・口
頭での説明）をノート
にとる

予習：事前に配布され
た課題に取り組む

復習：文献の書誌情報
を整理する 120

主体性
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

文献調査（3）

探した文献の内容を要
約する

講義
演習
ディスカッション

要約の文章を作成する 予習：探した文献を読
み直し、要点を確認す
る

復習：要約を推敲する 120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

文献調査（4）

文献を要約した内容を
報告する（小テスト第
2回）

プレゼンテーション

フィードバック

プレゼンテーションを
おこなう
要約を提出する

予習：プレゼンテー
ションの準備をする

復習：要約を推敲する
120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
規律性

12

「なにが問われている
か」を知る

問題や課題に取り組む
ためのテクニックを学
ぶ

講義
ディスカッション

授業の内容（スライ
ド・口頭での説明）を
ノートにとる

予習：事前に配布され
た課題に取り組む

復習：ノートを読み返
し授業内容を整理する 120

主体性
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

課題を見つける

与えられたテーマから
課題を発見するテク
ニックを学ぶ

講義
ディスカッション

授業の内容（スライ
ド・口頭での説明）を
ノートにとる

予習：事前に配布され
た課題に取り組む

復習：ノートを読み返
し授業内容を整理する 120

主体性
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

課題と「問い」の立案

仮想の研究テーマを立
てる

フィードバック
問に答えられるのか、
見通しをもって問を立
案する

予習：事前に配布され
た課題に取り組む

復習：課題の回答を読
み返す 120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

コンクルージョン

「調査」「分析」「考
察」のメソッドを振り
返る

講義
ディスカッション

授業の内容（スライ
ド・口頭での説明）を
ノートにとる

予習：事前に配布され
た課題に取り組む

復習：学期末試験に向
けて、授業内容を整理
する

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


